
令和　5年　5月　31日
三田市議会議長　様

下記のとおり処理方針を決定し、検討を行いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経営政策常任委員会委員長　厚地　弘行

N
O

市長等へ提案・要望
する

委員会で検討する
委員会等への参考意
見とする

Ｑ 投票率の向上に向けた取組は？

Ａ 学校教育で主権者教育を十分に行うことが大切だと思われる。
三田市議会では「議会改革推進会議」を設置して、市民の皆様に議会に関心を持っていただく取り組みをしている。本日の「意
見交換会」もその一つである。また、政治に対する不信感・無力感があるのかもしれないが、本日来ていただいている皆さんの
ような政治を自分事として考える人が増えれば投票率も上がると思う。

Ｑ 三田市の令和５年度予算の内教育費は46億円。明石市は127億円である。令和４年度より市の教育予算が減っており、もっと
取り組むべきと考えるが、前年度との比較と振り分けを教えて欲しい。また、市の事業投資は市民から意見を聴取する会をつ
くってほしい。

Ａ 令和4年度予算ではエレベーター設置などの改修事業等があり、大きくはその分が減っている。明石市と人口規模が違うので
単純に比較はできないが、三田市においては、令和５年度の新規事業予算として不登校等対策事業や部活動指導員配置の
拡充、小学校体力・運動能力アップサポーター派遣事業、学校給食費保護者負担軽減事業などを計上している。

Ｑ 三田市のwebサイト、他市のwebサイトも見たが、良くも悪くも明石市は市政についてよく情報発信していると感じるが。

Ａ 三田市もwebサイトの活用やLINE公式アカウントを運用し、市民への情報発信を始めている。ホームページについてもコロナ禍
の影響により、webでの情報発信が進みつつある。

Ｑ 三田市LINE公式アカウントに登録しているが、情報発信があまりされておらず、もっと活用すべきと考えるが。

Ａ 今回の議会報告会開催にあたり、議会改革推進会議においても三田市LINE公式アカウントを活用し、情報発信できないか協
議したが、実施に至らなかった。今後、LINEの活用も含めよりよい発信に努めていく。

Ｑ 三田市のSDGSの取組について、ゼロカーボンシティやそれ以外の取り組みはあるのか。

Ａ SDGSの取組については、１７のゴールがあり、それぞれの部署で多くの関連事業が行われており、ゼロカーボンの取組はそ
の内の一つである。2013年に対し2030年にはCO2を49％削減することも目標にしており、ゼロカーボンシティに向け電気自動
車の使用など消費活動を変えるために企業とのパートナーシップを進めている。

3 〇

市民からの意見等

5

1 〇

議会報告会における意見等に対する対応について

↑いずれかに〇を記入

4 〇

〇

2 〇



       議会報告会における意見等検討結果報告書 

 

市民からの意見等 ＮＯ.１  

                       経営政策常任委員会     

 

               

市民からの意見 

投票率の向上に向けた取り組みは？ 

 

 

 

調査研究した 

内容 

 

 

(現状、市当局確

認内容、他市の

状況、常任委員

会での検討内容

等) 

 ５月２６日(金)の経営政策常任委員会で上記の市民意見を検討した。 

 投票率の向上については、選挙管理委員会などが取り組んでいるが、４月

２２日(土)に議員からの回答に「学校教育での主権者教育を十分に行うこと

が大切である」との言葉通り、投票率の向上には、現時点でありとあらゆる

施策を講じていることもあり、打つ手が限られているのが現実である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

検討結果 

1 市長等へ 

提案・要望 

2 議会報で 

報告 

3 委員会で 

継続調査 

4 参考意見 

とする 

5 その他 

 

 

５ その他 

当局からの意見を聞くこともなく、その他の意見として取り扱う 

※該当番号に○印を記入し、１の場合は提案または要望理由及び内容、2 の場合は議会報へ

の記載内容を記載願います。 



議会報告会における意見等検討結果報告書 

 

市民からの意見等 ＮＯ.４    

                        経営政策常任委員会  

 

               

市民からの意見 

三田市 LINE 公式アカウントに登録しているが、情報発信があまりされて

おらず、もっと活用すべきと考えるが。 

 

 

 

調査研究した 

内容 

 

 

(現状、市当局確

認内容、他市の

状況、常任委員

会での検討内容

等) 

 ５月２６日(金)の経営政策常任委員会で上記の市民意見を検討した。 

 三田市 LINE の公式アカウントの議会利用については、議会改革推進会

議で出されていたが、活用されていなかった。 

今後広報委員会でもこの活用について議論がなされる予定であり、経営

政策常任委員会では、特に当局の説明は必要ないものとの結論になった。 

  

 

 

 

 

 

 

 

検討結果 

1 市長等へ 

提案・要望 

2 議会報で 

報告 

3 委員会で 

継続調査 

4 参考意見 

とする 

5 その他 

 

 

４ 参考意見とする 

この意見については、議会改革推進会議及び広報委員会での検討をお

願いする。 

 

※該当番号に○印を記入し、１の場合は提案または要望理由及び内容、2 の場合は議会報へ

の記載内容を記載願います。 



令和　5年　6月　7日
三田市議会議長　様

下記のとおり処理方針を決定し、検討を行いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福祉教育常任委員会委員長　美藤　和広

N
O

市長等へ提案・要望
する

委員会で検討する
委員会等への参考意
見とする

Ｑ 子どもが障害者であり、生活介護の施設3か所に通っている。市内にこうした施設が少なく、障害者や家族は将来に不安を感じ
るが、どう解消していくのか。

Ａ 福祉関連予算については、範囲も広く不十分なところがあるかも知れないが、適切な予算が組まれていると思っている。不足
があれば補正予算を組むこともできる。いずれにしても、不安の解消につながるよう今後も調査研究を継続していく。

Ｑ 不登校親子の居場所づくりをしているが場所がない。あっても費用がかかるため、助成金があれば助かるが。

Ａ 相談窓口の拡充や、メタバースを活用した事業等に取り組んでいる。ただ、不登校の子が一歩家から外へ踏み出すことの大切
さを考えると居場所をつくることは大変重要である。市のみならず国・県も含めてできることがないか研究していく。なお、参考と
なる資料を後日お知らせさせていただく。

Ｑ 三田市の令和５年度予算の内教育費は46億円。明石市は127億円である。令和４年度より市の教育予算が減っており、もっと
取り組むべきと考えるが、前年度との比較と振り分けを教えて欲しい。また、市の事業投資は市民から意見を聴取する会をつ
くってほしい。

Ａ 令和4年度予算ではエレベーター設置などの改修事業等があり、大きくはその分が減っている。明石市と人口規模が違うので
単純に比較はできないが、三田市においては、令和５年度の新規事業予算として不登校等対策事業や部活動指導員配置の
拡充、小学校体力・運動能力アップサポーター派遣事業、学校給食費保護者負担軽減事業などを計上している。

Ｑ 不登校児に対して、教員の不足などで、現状は十分な対応ができていないと考えるが、どのような対応をしていくのか。

Ａ 担任教員での対応が前提となる。教員の総数はクラス数に応じて県が配置する。担任教員だけで対応しきれない場合は、生
徒指導教員や加配教員、養護教諭などが対応している。また、支える仕組みとしてスクールカウンセラーやスクールソーシャル
ワーカーを配置している。別室登校には子どものサポーターを設置し補助的な対応をしている。令和5年度から子どもの心の相
談員が小学校4校に配置された。

4 ○

2 〇

3 ○

議会報告会における意見等に対する対応について

1 ○

市民からの意見等



N
O

市長等へ提案・要望
する

委員会で検討する
委員会等への参考意
見とする市民からの意見等

Ｑ 武庫小学校で1クラス42人学級があるが、原因をしっかり調べてほしい。

Ａ 1クラスの上限は40人である。議会として確認する。

Ｑ 不登校児は全国で25万人いるが、三田市では例年に比べてどれくらい増えたか。

Ａ 増減は把握していないが中学校170人、小学校89人である。

Ｑ 三田市でのいじめ事象はどれくらいあるか。

Ａ どの段階でいじめと認定するかにもよるので正確な数は把握していない。

Ｑ マスク着用時のリスクについての周知、説明はどのようになっているのか。

Ａ 4月からマスクの着用は求めないことを周知しているところであるが、4月7日付でマスクの着用は求めないことを再度周知徹底
している。しかし、着用を希望する児童や事情により必要な児童には強くは求めていない。今後も国県の指導をもとに行う。

Ｑ 教育委員会はマスク着用のデメリットを伝えていない。入学式ではマスクを外していたが、授業では着用している。また、小学
校の卒業式では外していたが、中学校の入学式では着用している。指導はどのようになっているのか。

Ａ 議会として現状を確認し、指導内容が異ならないように求める。

10
【アンケート自由意見】住みたくなる三田市、子どもに優しく、育てやすい三田市に政策をお願いします。ありがとうございまし
た。

○

11
【アンケート自由意見】オーガニック給食（明石市？）教育にお金をかけてほしいです！いつかたのしみにしています。不登校居
場所作り探している方たくさんいます。たくさんお話をきいて下さりありがとうございました。

〇

↑いずれかに〇を記入

8 ○

9 〇

6 ○

7 ○

5 〇



       議会報告会における意見等検討結果報告書 

 

市民からの意見等 ＮＯ.   ２  

                         福祉教育 常任・特別委員会  

 

               

市民からの意見 

 

不登校親子の居場所づくりをしているが場所がない。あっても費用がかか

るため、助成金があれば助かるが。 

 

調査研究した 

内容 

 

 

(現状、市当局確

認内容、他市の

状況、常任委員

会での検討内容

等) 

【議会報告会での答弁】 

相談窓口の拡充や、メタバースを活用した事業等に取り組んでいる。た 

だ、不登校の子が一歩家から外へ踏み出すことの大切さを考えると居場所

をつくることは大変重要である。市のみならず国・県も含めてできることが

ないか研究していく。なお、参考となる資料を後日お知らせさせていただ

く。 

 

【当局（健やか育成課）答弁】 

不登校親子の居場所として関係団体が作った居場所マップがある（添付） 

助成に関しては、国県や他市の事例として財政支援の事例は見当たらない。 

 

 

 

 

検討結果 

 

 

★委員会への参考意見とする 

市民の方のご指摘は理解するが、現段階では助成制度はない。 

国・県・市としてできることがないか、今後とも調査研究していただく。 

※該当番号に○印を記入し、１の場合は提案または要望理由及び内容、2 の場合は議会報へ

の記載内容を記載願います。 

 

 



ここもあるよ ～神戸市北区・三田市周辺 子どもの居場所マップvol.2～

社会福祉法人
社会福祉協議会にも相談窓口があるよ

① SPROUT オルタナティブスクール

場所：加東市平木
対象：小中学生
日時：平日9:00～15:00

⑤ 実なる
場所：三田市木器
対象：どなたでも
日時：火・木・第３土

１０:３0～1６:00

③ 学び舎cozy

場所：三田市高次
対象：中高生
日時：平日10:00～17:00

②すずらん先生

場所：利用者の自宅など
対象：不登校・発達障害

などの小中学生
日時：利用者と相談

⑦ natural K 

場所：北区鹿の子台
対象：小中学生
日時：平日9:00～15:00

⑧ JLC 自然塾

場所：北区道場町
対象：どなたでも
日時：HP内

カレンダー参照

⑩ 森の学校つくも

場所：北区八多町
対象：どなたでも
日時：月・水 ９：3０～

第４土１０:00～

杉の子
場所：杉ヶ丘集会所 （三田市三輪）
日時：偶数月の第４土 １０：００～１２：００

マップに関するお問い合わせ
自宅開放型フリースペース natural K 
代表 神戸朝美 ０７０－７６４１－３７３1

三田市社会福祉協議会

・三田市生活安心
サポートセンター

北区社会福祉協議会
(北神事務所)

・子育て支援担当
・地域福祉ネットワーカー

“今”のあなたにピッタリな経験を

サポートしてくれるところはきっとあるはず。

このマップが その出会いのきっかけにな
れば嬉しいです。

”今日“のあなたの居場所が

見つかりますように・・・

ほっこり縁側ひろば

場所：自宅からｚｏｏｍで
対象：不登校・ひきこもりの方・

支援者の方
日時：月１回(HPより)

⑥ L e a f

場所：北区大沢町
対象：どなたでも
日時：いつでも（個別対応）

※宿泊も可能

オンライン型

学校だけが学びの場じゃない

学校もある ここもある

※平日の昼間に利用できサポートがある居場所と、親の会を中心に掲載しています。

フリースクール

自宅訪問型

居場所

居場所

訪問型不登校支援員
“なすび”

場所：利用者の自宅など
対象：小中学生
日時：利用者と相談

自宅訪問型

フリースクール

フリースクール
⑨ KOBE BIO

Alternative school
場所：北区八多町
対象：小中学生
日時：第１・３火、全水、全木

9:30～14:30

ｵﾙﾀﾅﾃｨﾌﾞｽｸｰﾙ

(WELnetさんだ)

三田市

神戸市
北区

② ⑤
①

⑥
⑦⑧

⑩

加東市

⑨

④③

トゥモロウ～気楽なしゃべり場～
場所：じばやん倶楽部（三田市三田町）
日時：毎月第１・３木 １０：３０～１３：３０(子ども可)

親の会

のびジュリ～発達凸凹児をもつ
場所：三田市内 ママたちのおしゃべり会～
日時：月１回（インスタで告知）

トーキョーコーヒーNo158＠神戸三田
場所：いこいの家さんだ（三田市屋敷町）
日時：毎月第１水

和みの会～ちょっと一息つきませんか～
場所：すずかけ台コミュニティハウス
日時：毎月第３土13:00～17:00（出入り自由）

フリースペース

④ 大成ボクシングジム
場所：三田市中町
対象：どなたでも
日時：月・火・木・金・土・日

（時間はHPにて）

習いごと

ｵﾙﾀﾅﾃｨﾌﾞｽｸｰﾙ

家庭から社会的居場所につなぐためのサポート

「とはいえ、うちは家から出るのが難しいのに・・・」
そんな方は、ぜひ一度ご覧ください。

KBISオンライン学園
教師を目指す大学生と１対１でつながります



議会報告会における意見等検討結果報告書 

 

市民からの意見等 ＮＯ.   ５  

                         福祉教育 常任・特別委員会  

 

               

市民からの意見 

 

武庫小学校で 1 クラス 42 人学級があるが、原因をしっかり調べてほしい。 

 

調査研究した 

内容 

 

 

(現状、市当局確

認内容、他市の

状況、常任委員

会での検討内容

等) 

【議会報告会での答弁】 

1 クラスの上限は 40 人である。議会として確認する。 

 

【当局（学校教育課）答弁】 

当該学年は、普通学級 79 名で 40 人と 39 人の 2 クラスとなっており、 

40 人の枠の中である。 

特別支援の児童は、別枠で存在するが、行事などの際の位置づけとして、

名簿上同じクラスに登録すため、40 人を超えたように見えている。特別支

援として、教員や支援員など別途対応しているので、問題はないと考えてい

る。 

 

 

 

検討結果 

 

 

★委員会への参考意見とする 

別枠が市民に認知されていない点は課題であるが、制度的には問題がな

いと判断し、参考意見とする。 

※該当番号に○印を記入し、１の場合は提案または要望理由及び内容、2 の場合は議会報へ

の記載内容を記載願います。 

  

 

 

 



議会報告会における意見等検討結果報告書 

 

市民からの意見等 ＮＯ.   ９  

                         福祉教育 常任・特別委員会  

 

               

市民からの意見 

 

教育委員会はマスク着用のデメリットを伝えていない。入学式ではマスク

を外していたが、授業では着用している。また、小学校の卒業式では外して

いたが、中学校の入学式では着用している。指導はどのようになっているの

か。 

 

調査研究した 

内容 

 

 

(現状、市当局確

認内容、他市の

状況、常任委員

会での検討内容

等) 

【議会報告会での答弁】 

議会として現状を確認し、指導内容が異ならないように求める。 

 

【当局（学校教育課）答弁】 

マスク着用のメリット・デメリットは諸説あり、市教育委員会として 

文部科学省や厚生労働省の指針に基づき運用してきた。 

4 月 1 日よりマスク着用を求めないが、外すことも強要しない。ただし、

熱中症などの可能性がある場合は外すよう指導する。 

 

 

 

 

 

検討結果 

 

 

★委員会への参考意見とする 

4 月 1 日より方針転換があり、さらに 5 月 8 日以降は 2 類から 5 類に移行

するため、当面様子をみることとなる。今回のご意見を参考意見として、こ

れからの運用に活かして頂く。 

※該当番号に○印を記入し、１の場合は提案または要望理由及び内容、2 の場合は議会報へ

の記載内容を記載願います。 



令和　５年　６月　７日
三田市議会議長　様

下記のとおり処理方針を決定し、検討を行いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活地域常任委員会委員長　福田　秀章

N
O

市長等へ提案・要望
する

委員会で検討する
委員会等への参考意
見とする

Ｑ 第5次三田市農業基本計画について、半農半Ｘ、30アールの農地取得の面積要件緩和、有機農業の促進等期待している。

Ａ 市も有機農業に目を向けている。議員もそれぞれ調査研究を進めている。

Ｑ 三田市の令和５年度予算の内教育費は46億円。明石市は127億円である。令和４年度より市の教育予算が減っており、もっと
取り組むべきと考えるが、前年度との比較と振り分けを教えて欲しい。また、市の事業投資は市民から意見を聴取する会をつ
くってほしい。

Ａ 令和4年度予算ではエレベーター設置などの改修事業等があり、大きくはその分が減っている。明石市と人口規模が違うので
単純に比較はできないが、三田市においては、令和５年度の新規事業予算として不登校等対策事業や部活動指導員配置の
拡充、小学校体力・運動能力アップサポーター派遣事業、学校給食費保護者負担軽減事業などを計上している。

Ｑ 近郊都市の立地を活かした住宅事業政策をして欲しい。またテクノパークは、どのように変わるのか？

Ａ 三田市の利点は、都市近郊にあり、高速道路の結節点や自然が豊か、災害リスクが低いことなどである。今後、第三テクノ
パークを整備し、新たな産業集積地を形成することになっている。
また、子育て世帯に対して、空き家リフォーム補助や住み替え支援補助事業を創設して移住・定住促進をする予定である。

Ｑ 道路及び歩道整備にどれほどの税金が使われているのか見えない。税金の無駄使いとなっていないか。

Ａ 道路、歩道における雑草の環境整備についての意見と受け止める。ご指摘の箇所は県道であり、阪神北県民局に問い合わせ
た結果、高木は数年に１回、低木は１年に1回剪定し、予算の関係上、雑草については年に１回の除草となる。防草シートやコ
ンクリート等で除草費用を抑える取り組みもはじめており、順次サイクルに基づいて作業している。指摘の点は、県も認識して
おり、併せて市も景観を高めていくため、年に１回～２回除草している。他の地域ではボランティアで、除草していただいてお
り、市として感謝しているとのことである。

議会報告会における意見等に対する対応について

1 ○

市民からの意見等

2 ○

3 ○

4 ○



N
O

市長等へ提案・要望
する

委員会で検討する
委員会等への参考意
見とする市民からの意見等

Ｑ 通勤で利用する道路に設置されているカーブミラーが、寒い時期には凍結し見えないことがあるため、点検していただきたい。
また、とても暗い住宅地などの路地や通学路についても市で点検し改善してもらいたい。

Ａ 　寒冷地帯で設置されている凍結を保護するカーブミラーは、三田市では設置されていない。市に市民から同様の問い合わせ
があり、市販の解氷液の塗布により保護できないか確かめたが、効果がなかったと聞いている。
外灯については、通学路の防犯対策は、年に１回、三田市、教育委員会、警察が連携した上で、ライトアップ、防犯カメラ設置
等について取り組んでいる。安全性の取組も進める必要があるため、市民一人ひとりの気づきのご指摘を議会としてもしっかり
と後押ししていく。

6 【アンケート自由意見】バイオマスプラスティック使用ごみ袋は縦に裂けたりしないように程度の確認もお願いします。 〇

↑いずれかに〇を記入

5 〇



       議会報告会における意見等検討結果報告書 

 

市民からの意見等 ＮＯ.５   

                       生活地域常任委員会  

 

               

市民からの意見 

道路に設置されるカーブミラーが寒い時期に凍結して視野を確保できない

事がある。また、住宅街区内や通学路に、暗くて防犯対策を講じるべき箇所

が見受けられる。市で点検し、改善できないか。 

調査研究した 

内容 

 

 

(現状、市当局確

認内容、他市の

状況、常任委員

会での検討内容

等) 

【市当局説明】 

道路河川課所管道路に設置のカーブミラーは約５３０基ある。ご指摘の

通り、結露・霜・経年劣化による汚れ等が原因で機能が低下しているものが

ある。ここ数年新設のミラーには、くもり・結露防止加工がされた部材が使

用されており、既に対策がなされているが、古いものは対策がなされていな

い。直近三年間の状況をまとめると新設１か所、ミラーなど部材の取替１１

か所である。通報やパトロ―ルにより、機能低下箇所を発見した際には直営

作業により薬剤で洗浄し、くもり、結露、汚れの除去・防止対策を講じてい

る。それでも除去できないものは、ミラーの交換等措置を講じている。防犯

対策については、「三田市、教育委員会、警察が連携し、外灯設置や防犯カ

メラ設置について取り組んでいる。」という議員の意見のとおりである。 

 

【市当局との質疑応答】 

〇新しく設置するミラーについては、くもり止め対策等されたものを設置

ということだが、寒冷地で設置するような熱（電熱線）により結露を防ぐよ

うなものか。 

→表面の加工処理により結露を防ぐミラーを想定している。 

〇霜にも対応できるものか。 

→表面の撥水処理により霜にも対応できる。 

〇電熱線を入れたミラーを設置するとなれば、コストはどれぐらいかかる

のか。 

→コストは通常のミラーよりかかる。 

 

 



検討結果 

 

★委員会への参考意見とする。 

特に暗く見通しが悪い箇所や交通量が多く危険度の高いところなどに優先

比重を置いて早急に対応とるように市長要望しても良いのではないか、と

いう意見も出たが、現状、直営での点検、洗浄及び取替などの措置がなされ

ており、今後も取り組んでいくとの説明があったため、この内容は委員会へ

の参考意見とする。 

 

※該当番号に○印を記入し、１の場合は提案または要望理由及び内容、2 の場合は議会報へ

の記載内容を記載願います。 



市民病院あり方特別委員会委員長　様

（1）市長等へ提案・
要望する

（2）委員会で検討す
る

（3）その他※委員会等
への参考意見とする

Ｑ 市民病院の再編統合について、新病院の運営体制や費用負担など議論はつくされたのか。
　

Ａ 議会に「市民病院のあり方特別委員会」を設置して活発な議論がされている。三田市民病院と兵庫県済生会病院との再編統
合であり、神戸市は当事者ではなく、北神地域の医療行政に責任を持つ立場である。三田市の一般会計からの繰入は１７億
円、建設にかかる市債の返還は令和６年に完済する。建設費の高騰の話はでていたが、まだ先のことであり、具体の話とは
なっていない。指定管理料３６億円の予算は示されていない。住民投票については、市は動向を見守るとの見解である。

　

Ｑ 市民病院の跡地活用についてだが、外来機能を残し、新病院との間でオンライン診療を受診できるようにするのはどうか。

Ａ ご意見については、議会内で研究したい。

Ｑ
市民病院再編統合については、市の財政面を心配している。議会として会派を超えて財政の研究をしているか。

Ａ

三田市だけが負うことになるとの不安を市民の皆様が感じることは、わからなくもない。ただ、国や県からの補助金等を最大限
に活用できるように調査研究しながら取組んでいる。また、本年度には基本計画が作成されるので、もう少しイメージがしやすく
なるのではないか。

Ｑ 新たな市民病院への交通アクセスについて、嶋ケ谷交差点の混雑対策は図られるのか

Ａ 本年度に専門的な業者が調査を実施するので、結果を受けて議論していく。

5
【アンケート自由意見】市はH/W（ハードウエア）中心の施策が多いと思われる。S/W（ソフトウエア：進め方、交通の便の整備
等）についても市/議会で審議をお願いしたい。

〇

4 ○

2 ○

3 ○

【市民病院あり方特別委員会】　　議会報告会　市民からの意見等に係る方針・分類一覧

N
O

市民からの意見等

方針・分類

1 ○



令和　５年　６月　７日
三田市議会議長　様

下記のとおり処理方針を決定し、検討を行いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会改革推進会議委員長　佐貫　尚子

N
O

市長等へ提案・要望
する

委員会で検討する
委員会等への参考意
見とする

Ｑ これまで議会報告会に２回参加しているが、参加者が少ないと感じている。参加人数に関して議員はどう思っているのか。広報
活動などの情報発信で改善できないか。幼稚園や小学校等を通じてチラシを配布すればどうか。

Ａ 参加人数については、毎年の課題となっている。チラシについては市民センター等に設置し、掲示板等にも掲示している。今年
は新型コロナ感染症の感染状況も少し落ち着いてきたため、議会改革推進会議委員によりイオン等でチラシ配布したが、時間
帯の関係もあり受け取りは少なく、それについては反省点でもあると考えている。また、フェイスブックにも掲載したが、効果的
な情報発信ができていないと感じている。
ご提案の幼稚園、小学校等へチラシ配布については、貴重なご意見と受け止める。配布ができるか否かについては学校等と
も確認し、今後協議していく。

Ｑ 三田市LINE公式アカウントに登録しているが、情報発信があまりされておらず、もっと活用すべきと考えるが。

Ａ 今回の議会報告会開催にあたり、議会改革推進会議においても三田市LINE公式アカウントを活用し、情報発信できないか協
議したが、実施に至らなかった。今後、LINEの活用も含めよりよい発信に努めていく。

Ｑ 高齢者やスマホ利用されない方のため、webとチラシで情報発信してほしい。

Ａ 今回の議会報告会終了後に市民センター等配置のチラシの残数等を検証し、今後よりよい情報発信ができるよう努めていく。
議会報告会も１０数年経過している。以前は市民に声をかけ、参加いただいたこともある。本日の参加人数は少ないが若い方
の参加が大切と感じている。このような機会に市と議会がどのようなことをしているか知っていただきたい。

Ｑ 先日、丹波篠山市の市内１０か所で「とっておき音楽祭」が開催され、その内の１か所で有志の議員１０名が手話でパフォーマ
ンスされ、とても親近感をもった。議員は市民に会う機会が多くあると思うので、市民まつりなどで、手話で挨拶などしていただ
きたい。

Ａ 議員も様々な機会を通じて発信もできると考える。また、市における課題についても市民に繋げられるよう議員活動していきた
い。

5 【アンケート自由意見】再質問許可になったのは評価 〇

〇

議会報告会における意見等に対する対応について

1 〇

市民からの意見等

4 〇

2 〇

3



N
O

市長等へ提案・要望
する

委員会で検討する
委員会等への参考意
見とする市民からの意見等

6
【アンケート自由意見】主に市民病院のお話になっていました。こちらとしては私の参加は場違いだった？と感じるところもあり
ました。でも、このような活発な意見交換ができる場があることは三田市にとって、良き場だと思います。「福祉について」や「市
民病院について」など専門分野ごとに、このような機会があると、もっと意見できるかなと思いました。

〇

7
【アンケート自由意見】このような意見交換会を定期的に開催して頂き、できるだけたくさんの市民の人達が参加できる工夫が
あると嬉しいです。

〇

8 【アンケート自由意見】今回の議会報告会、大変勉強になりました。今後も積極的に参加させて頂きます。 〇

9 【アンケート自由意見】市政でわからない事を聞けるので助かります。 〇

10
【アンケート自由意見】議会報告会が開催されることは議員と意見交換ができるので良いと思うけど開催されること自体知らな
い人がまだまだ多いんじゃないかなあと思った。（貴重な体験？経験が出来ると思うのですが…？（ひとりごと？）他市では議
会報告会ってあるのかな）

〇

11 【アンケート自由意見】ご意見に分かりやすくご回答いただきありがとうございます。次回も宜しくお願いいたします。 〇

↑いずれかに〇を記入



       議会報告会における意見等検討結果報告書 

 

市民からの意見等 ＮＯ.１、２  

                  議会改革推進会議     

 

               

市民からの意見 

No1. 

これまで議会報告会に２回参加しているが、参加者が少ないと感じている。

参加人数に関して議員はどう思っているのか。広報活動などの情報発信で

改善できないか。幼稚園や小学校等を通じてチラシを配布すればどうか。 

No2. 

三田市 LINE 公式アカウントに登録しているが、情報発信があまりされて

おらず、もっと活用すべきと考えるが。 

調査研究した 

内容 

 

 

(現状、市当局確

認内容、他市の

状況、常任委員

会での検討内容

等) 

 

・印刷部数の関係により全幼稚園、小学校等へのチラシ配布については、現

実的ではない。 

・今回議会報告会を開催するにあたり、情報発信が出来ていなかった部分

があるので、来年度開催する際には、従来通り、チラシ配布、ポスター掲

示を行うとともに、事前に議会 Facebook での情報発信を積極的に行い、

市公式 LINE も利用していく。 

 

 

 

 

検討結果 

 

 

★委員会の参考意見とする 

※該当番号に○印を記入し、１の場合は提案または要望理由及び内容、2 の場合は議会報へ

の記載内容を記載願います。 


